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◆第１回本町地域づくり懇談会を開催しました。                  

平成 30 年代前半の完成を⽬標としている国道 294 号バイパスにより、
本町地区ではまちづくりを取り巻く環境が変化します。このような状況
の変化に対応し、賑わい創出に向けて様々な課題を解決していく必要が
あります。 

本町地区住⺠・市・県が「継続的なまちづくり」を進めていくための⾜掛かりとして、
6 ⽉ 12 ⽇（⽕）に、本町集会所でまちづくり懇談会を開催しました。 

◆今が本町地区のまちづくりを考えるタイミングです！        

本町地区では、屋台会館、集会所の
ほか、マイタウンや旧脇本陣柳屋旅館
蔵座敷といった施設の整備が進み、平
成30年８⽉にはポケットパークも完
成予定となっています。 

その⼀⽅で、国道 294 号バイパス
の整備が進み、今後、国道 294 号（旧
奥州街道）の交通量が減少していくこ
とが予想されます。 

 

交通量が減少すると、国道 294 号は幹線道路としての役割を終え、主要な⾃動⾞交通の
流れは、国道 294 号バイパスがその役割を担うことになります。そのため、今後の国道
294 号利⽤者の主役は、「⾞」から「⼈」へ、地域住⺠や観光⽬的の来訪者等の歩⾏者・⾃
転⾞に変わっていく（変えていく）ことができるようになります！  

国道 294 号の主役が「歩行者・自転車」になったら・・？ 

・⼦どもや⾼齢者の安全な通⾏に配慮した歩⾏空間の確保が可能に・・ 
・⾃転⾞の通⾏空間の拡⼤が可能に・・ 
・お祭りやイベント等、⼈が集まる賑わいの場としての活⽤が可能に・・ 
・沿道の歴史資源等と⼀体になった、景観の形成が可能に・・ 
・観光⽬的の来訪者等が休憩できるような空間の確保が可能に・・ など 

今まで考えられなかったこと、 
実現が難しくてあきらめていたことが、 
考えられるようになってきます！！ 

本町地区 
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◆懇談会の意見結果 
懇談会では、まちづくりの観点から、以下の点について意⾒をいただきました。 

【地区の将来像】 どんなまちの姿を⽬指したいか？  
【地区の問題・課題】 地区にどんな問題・課題があるのか？ 
【改善に向けた⽅向性】 国道 294 号とその沿道はどのようになってほしいか？ 
 
 

【このニュースに関するお問い合わせはこちらへお願いします】 
福島県県南建設事務所 企画調査課（TEL：0248-23-1617） 
⽩河市役所 建設部 まちづくり推進課（TEL：0248-22-1111（内2746)） 

【地区の問題・課題】 
・城⼭公園を中⼼に、街に賑わいを広げていくという

⼤きな思想が実になっていない。 
・歩⾏者にとって、電柱が通⾏の⽀障になっており、

⽩河提灯まつりの際も電線が邪魔になっている。 
・⼟⽇は⼈通り・⾞通りが少ない。 

【改善に向けた⽅向性】 
・まちづくりのターゲットは地元住⺠？観光客？まち

づくりの⽬的を明確にしなければならない。 
・拠点施設は整備されたため、いかに活⽤して、その

波及効果として店舗が増えていけば良いと思う。 
・観光客に対し、本町地区に来てもらい、いかにお⾦

を落としてもらう事を考えるのかが重要である。 
・電柱は、地中化されると歩道が広く使える。お祭り

は本町だけでなく、市⺠全体のイベントであり、電
柱・電線が無くなるともっと楽しくなると思う。 

・社会実験で試しながら、考えることもできる。 「源流の⾥づくり」 
シンボルキャラクター 

みなもん 

【地区の将来像】 
① 者を中⼼に、みんなが住みたくなるようなオシャレな街 

・家を建てるなら本町を選んでみようというような、住みたくなるような、オシャレ
な感じが良い。特に若い⼈にオシャレだと思ってもらいたい。 

②⼈と⼈のコミュニケーションが取れるような関係がある街 
・本町の魅⼒は、⾝近に学校や銀⾏などの施設があるという点である。この点を活か

し、⼈と⼈のコミュニケーションが取れるような関係づくり、まちづくりが⾏われ
れば良い。 

③⼈が歩きやすい街（地元の⼈にとっても、観光客にとっても） 
・今後は⼈の住みやすいまちが良い。そのための道路整備という結びつきで考えてい

かなければならない。（まちづくりの中に道路がある） 

次回の懇談会は
７⽉２５⽇（⽔）
です。 


